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知的創造・経営研究所
「知的財産」と「経営」の学際領域に関する研究

近年、世界経済を取り巻く環境は、数多くのイノベーションの実現により急激に変化しています。まさに近年、第
四次産業革命と言われるIOT（高度技術社会）が世界的に注目されております。我が国では、このような環境変
化に的確に対応し、国際競争力を強化していかなければならない時代が到来しています。一方、イノベーション
を、さらに強固かつ持続可能なものとするためには、プロフェッショナルとしてイノベーションをマネジメントでき
る経営人材とともに、企業経営やビジネスモデルにおいて知的財産を有効に活用することができる人材がます
ます求められています。当研究所は、知的財産と経営について、総合的・学際的・科学的に研究する拠点として、
産学連携に寄与しています。

RESEARCH THEME : 研究テーマ
知的財産科学研究センター
　　2002年の総合科学技術会議が、「ライフサイエンスやＩＴ等先端技術と知的

財産の関係、マクロ経済と知的財産政策の関係等、新時代にふさわしい知的財
産のあり方について研究を深めるために、法学の一分野としての知的財産法か
ら、法学・経済学・経営学・理学・工学・医学等にわたる融合科学としての「知的財
産学」の発展を目指す」必要がある、と指摘したことを受け、その分野の研究を
進めております。

　　具体的には、従来からの法学的アプローチに加え、「知的財産」を融合科学と
いう学際的な視点で捉える「知的財産学」の研究を進めて日本政府が推し進める

「知的財産立国」の実現に向けて貢献することを目的としています。
【主な研究テーマ】 
・知的財産人材の研究
・知的財産戦略マネジメント工学研究
・IOTがもたらす知的財産戦略への影響についての研究

先端経営研究センター
　少子高齢化による社会構造の変化、資本市場の質的な変化、グローバリゼー
ションの進展、環境問題など、企業を取り巻く経営環境は益々複雑化していま
す。一方、わが国では大学の研究機関が企業経営を直接的に支援したり、グ
ローバルビジネスに通用する競争力あるプロフェッショナル人材を育成したりす
る仕組みが極めて脆弱でした。本研究センターでは、先端経営研究、プロフェッ
ショナル人材育成、企業変革の実践という３つのテーマに実践的に取り組むこと
を目的としています。

【主な研究テーマ】 
・プロフェッショナル人材育成（人づくりを実現する経営フレームワーク）
・企業変革の実践（経営イノベーション。高業績文化を通じた独自性、競争優位、

顧客価値の創造と推進）
・先端経営研究（企業モデリングと経営シミュレーション。企業プロセスモデリン

グとビジネスインテリジェンスの融合）
・ポートフォリオインテリジェンス（学習の効果的PDCAの実現と認知モデリング）
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建築アーカイヴス研究所
建築ナレッジを集積。研究機関開設は国内初。
日本近現代の建築作品に関する建築図面・資料の収集・整理・研究・公開を行
います。日本建築家協会(JIA）や金沢市などと協力して、公開展示会や講演
会、教育活動などに、積極的に取り組んでいます。当研究所の活動と成果を
日本と世界における建築アーカイヴス分野の発展へとつなげ、さらに世界の
建築アーカイヴスとの交流を進め、より多くの人々に建築・都市の魅力を感
じ、理解してもらうための社会的風土づくりに貢献していきます。建築図面や
建築関連資料をお持ちの方は、ぜひ一度ご相談ください。

▲公開展示会、公開講演会の開催状況

RESEARCH THEME : 研究テーマ

建築アーカイヴィングの方法論的研究
・建築資料の収集・保管（実物・デジタル）・修復に関する研究
・建築資料の整理・データ化・検索システムに関する研究
・建築資料の公開・利用の方法に関する研究
・建築教育への活用方法に関する研究
建築アーカイヴス全般にわたる研究
・建築アーカイヴス実状調査
・国内建築アーカイヴス実状調査
・建築アーカイヴス・ネットワークの構築に関する研究

研究キーワード
・ 建築図面
・ ドローイング
・ 建築模型
・ 設計図書
・ 建築家
・ 設計思想・理念
・ 近現代建築
・ 建築史
・ 建築論
・ 歴史的建築物
・ 文化財保存
・ デザインサーベイ

ほか

扇が丘キャンパス

東京虎ノ門キャンパス
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